
企業スポーツの歴史社会学
-「東洋の魔女」を中心に-

新 雅 史

本稿は、繊維工場のレクリエーションが「東洋の魔女」というナショナル・イベントに至るまでの過程を
素描するなかから、工場空間に準拠していたバレーボールが企業という共同性へと接合していくありさまを
明らかにする。バレーボールの準拠空間が階級性の強く残存する工場から企業共同体へと移行することによ
って、工場レクリエーションは企業スポーツへと変貌する。レクリエーションから切り離された企業スポー
ツ＝バレーボールは、学校スポーツと並ぶアマチュア・スポーツとして、ナショナルな階梯システムへと位
置づけられることになる。

ツクにおけるプロ選手の解禁から見て取れるよ
うに急速に崩れてきている。
現代社会におけるプロ／アマ規範の崩壊がい

かなる社会的背景をもとにして生じたかを測定
するためにも、スポーツの資本主義にたいする
特異な規範を歴史的に問い返すことが課題とし
て求められる。こうした課題の延長線上から考
えてみたいのは、アマチュアリズムの領域にお
ける、スポーツ空間の形成についてである。日
本においてアマチュアリズムが形成されてきた
場は主として学校と企業であったが(2)、先行す
るスポーツ研究では、その両者は非対称的な扱
いを受けてきた。既存のスポーツ研究が体育学
(教育系）専攻の研究者によって支えられたこと
もあって、その研究対象は学校スポーツに偏っ
てきた(3)。
ただ日本における企業スポーツ側の考察の相

対的欠如は、単にアカデミズムの制度のみに帰
責できるものではない。われわれはその要因を、
スポーツの社会学的研究において基本的な参照

１はじめに-問題設定と研究対象

２０世紀初頭以来スポーツは、新聞メディア・
音声電子メディア・映像電子メディアと、マス
メディアの進展とともにその存在感を強めてゆ
き、かつナショナルな感情を媒介してきた。こ
うした経緯はスポーツがその魅力でもって、大
衆へと直裁的に浸透した歴史であるかのように
見える。だがスポーツに多少なりとも関心ある
ものなら誰もが知っているように、そこではア
マチュアリズム／プロフェッショナリズム(')と
いう規範が近年まで強く働いていた。すなわち
スポーツという文化は、マスメディアと貨幣経
済の進展でもってその存在感を増していったに
もかかわらず、一方で反資本の精神を強調し、
その精神を承諾しない競技者は世界最大のスポ
ーツイベント（オリンピック）に参加できない
という、特異な規範を有していたのである。そ
して現在こうしたプロ／アマ規範は、オリンピ
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点として位置するヨハン･ホイジンガ(Huizinga
[193811956=1963)の考察に求めることがで
きる。よく知られているように、ホイジンガが
スポーツに言及したのは、２０世紀のスポーツ
の流行が彼の考える遊びでないことを主張する
ためであった。ホイジンガは近代スポーツの特
徴(5)を列挙するなかで、遊び本来の自発性、気
楽さ、のびやかさが失われてしまっていること
を指摘した。スポーツは｢真面目になりすぎた｣。
真面目になりすぎると、記録や勝敗へのこだわ
り、国家や民族への思い入れなどが強まり、フ
ェアプレーの理想も実現されにくくなるという
のだ｡ホイジンガのこうした「発見」は、しか
し彼以後のスポーツの社会学的考察においてひ
とつの姪桔となった。それは遊びという規範と
の対比によってスポーツを定義したために、ス
ポーツが遊びの疎外として論じられることにな
ったからである。つまりホイジンガ的パースペ
クティブは、個別的＝歴史的説明でもってスポ
ーツの存立機制を資本主義の内側から捉え返す

という意識に欠けているため、遊びからの疎外
状況を逐一告発するか、その疎外を克服する参
照軸として、「真なるスポーツ」を近代以前や
非西欧に求めるという懐古的行為を導くことに
なってしまうのである(6)。
そして日本における企業スポーツの考察(7)

(もしくはその欠如）はホイジンガ的パースペク
ティブの限界を踏襲してしまっている。既存の
研究は企業スポーツを日本独特の存在として論
じてきた（間1989:玉木1999など)。そしてそ
の現象を理論概念として暗黙裏に説明してきた
のが、経営家族主義であり、企業コミュニティ
ーという概念であった(8)。詰まるところ企業ス

ポーツは、子弟等の縁故採用・卒業かつ就職・
終身雇用・年功賃金．手厚い福利厚生などとい
った日本企業のコミュニティー性を現わすイン

デックスのひとつとして理解されてきたのであ
る。だがその視座に居座りつづけるかぎり、企
業スポーツは近代スポーツの存立のありようと
無関係なものとして位置づけられる。この視座
もやはりホイジンガとおなじく一元的な資本主
義とスポーツの枠組みを採用し、企業スポーツ
を産業社会学の知見へと首尾よく回収してしま
う構図となっている(9)。
以上の記述は次のようにまとめることができ

る。産業社会学の視座、つまり企業社会をひと
つの共同体と仮想し、その内部の人間関係やシ
ステムを考察するといった視座においては、企
業スポーツは福利厚生か宣伝効果かの二項対立
としか取り扱われてこなかった。一方で、現代
スポーツ社会学の視座、労務管理や宣伝効果と
いう概念で包摂されない、スポーツなるものの
社会的意味を問うてきた視座一企業にとって
のスポーツの「外部効果」を専門的にとり扱う
視座一においては、スポーツする身体を形づ
くってきた企業という媒体への制度的関心が決
定的に欠けていた。だからこそ、ふたつの立場
を包含する企業スポーツという対象は本格的に
取り扱われることがなかったのである。
以上の先行研究にたいする批判的見地から、

本稿では、企業スポーツがいかなる歴史的条件
によって創られた産物であったかを、スポーツ
空間の変容過程をつぶさに記述するなかから明
らかにする。具体的には、企業スポーツー般を
取り扱うのではなく、「東洋の魔女」という個
別的＝歴史的対象を選択したい。「東洋の魔女」
とは1964年東京五輪の女子バレーボール競技
で金メダルを獲得した日本チームのニックネー
ムのことである。「東洋の魔女」は金メダルが
懸かった対ソビエト戦にて、テレヴィジョンと
いう新しく登場したメディアで視聴率９０％近
くを稼いだ。一方で「東洋の魔女」は、「大日

- 1 3 6 -



エーションを組織的に供給するなかで、身体運
動を積極的に採用する。そこでみずから考案し
た身体運動が、バスケットボール、バレーボー
ルというチーム・スポーツだった。これらのス
ポーツは冬季に体育館内一つまりはYMCA
の建物のなか一でプレイ可能であることを条
件に創られており、なるだけYMCA内でスポ
ーツを実践してもらうよう、競技性よりも参

加の気軽さと娯楽性が気に掛けられた。YMCA
が理想とする職場レクリエーションとは、労働
者と使用者が一体となって、身体と精神の再創
造へと余暇を活用することだった。チーム・ス
ポーツをプレイすることによって、労働者と使
用者が同じチームのメンバーとしてお互いを理
解するようになり、共同意識を育むことになる。
こうしたチーム・スポーツの効用を信じていた
YMCAは、体育館を各地に設置し、体育館で
プレイできる身体活動としてバスケットボール
とバレーボールを「発明」した1０｡(Anderson
1955=1965)。
バレーボールが労働者の訓育として創られた
ことは２つの点で重要であった。第１にその
成立が労働者の訓育と関係があったため、バレ
ーボールは競技としてより労働者のレクリエ
ーションとして認知されていたこと。第２に、

初期近代オリンピックが古代オリンピックに倣
って個人スポーツを重視したこともあって、階
級性が残存したチーム･スポーツたるバレーボ
ールは１９６４年の東京オリンピックまで正式採

用されなかったことである0')。
バレーボールが日本に伝播したのは、１９０８

年（明治４１年）のことで、YMCA留学生とし
てアメリカに遊学していた大森兵蔵が伝えたと
される。バレーボールが日本で普及しはじめた
のは、１９１３(大正2)年にＦ・Ｈ・ブラウンが
関西のYMCAを拠点に体育プログラムを実施

本紡績株式会社貝塚工場女子バレーボールチー
ム」（以下、日紡貝塚）のメンバーによって固め
られており、「東洋の魔女」というネーミング
も日紡貝塚のことを意味していた。「東洋の魔

●

女」という現象は、一企業スポーツクラブチー
ムが東京五輪というナショナル・イベントと節
合した歴史においては特異な事例であるが、企
業スポーツが日本スポーツ界を支えたという意
味においては典型的な出来事だといえる。
ただし本稿では「東洋の魔女」をイベント的

に取り扱うのではなく、そこに至るまでの系譜
を描くことを試みる。「東洋の魔女」が成立す
る社会的基盤、すなわち企業という場でスポー
ツすることとはどういうことだったのか、労働
者の集合的実践としてのスポーツとはいかなる
ものだったか、そしてそれがいかにしてナショ
ナル・イベントとして結実したかを、歴史的文
脈のなかから説明することに主眼を置いた。そ
うした歴史社会学的作業を経ることによって、
｢企業」と「スポーツ」がいかなる社会的条件

で結びつくにいたったか、その節合がスポーツ
なるものをいかに存立／変容せしめたかをわれ
われは捉えることができるだろう。

｜

２レクリエーションから競技へ-工場
空間とバレーボール

「東洋の魔女」の系譜を描くにあたって、バ
レーボールの成立の経緯を避けて通ることはで
きない。バレーボールが「発明」されたのは、
1895年､アメリカのYMCA(キリスト教青年会）
においてである。YMCAは、急激な産業化に
よって劣悪な環境下にあった青少年労働者にた
いして奉仕することを目的に1845年にロンド
ンで産声を上げた。まもなくアメリカへと伝播
したYMCAは、都市労働者にたいするレクリ
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してからと言われるが、２０世紀初頭のバレー
ボールは競技としては一般へとなかなか拡がら
なかった⑫。
こうしたなか、YMCA出身の男性社員の指

導などによって、女子バレーボールは、レクリ
エーションとして繊維業界の工場で盛んにお
こなわれる。鐘紡の工場では１９１３(大正2)年
に神戸商高の学生がバレーボールの指導をお
こなっている。倉紡では１９１８(大正7)年にバ
レーボールの社内大会がおこなわれ、日紡で
は１９２３(大正12)年にバレーボールが導入さ
れた（『月刊バレーボール』１９５１年２月号；日本
バレーボール協会編1982;ニチポー株式会社1966)。
他の繊維業界の会社でどの程度おこなわれてい
たかは資料が残されていないためわからないが、
1920年あたりには、大手の繊維工場において
レクリエーションとして相当程度におこなわれ
ていたと、先ほどしめした鐘紡、倉紡、日紡の
例から想定できる。ただ、それが会社を越えた

● ●

バレーボール競技としておこなわれはじめたの
は、ずいぶん後のことである。１９５１(昭和２６)
年に倉紡の社長・藤田勉二は、大正期からバレ
ーボール大会が工場内で行われていたにも関わ

らず、なぜ倉紡が対外的な試合で活躍しなかっ
たかについて以下のように説明している。

出れば他のチームは毎回出場しても優勝は難
しいことになって、大会への関心も薄れ、惹
いては自然消滅の結果に立至らぬとも限らな
い。それで奨励はするが、レベルの向上につ
いてはバレーの競技的発展を望まない、とい
う、いわばリクリエーション的普及策をとっ
ていたわけです。どうでしょう、小山君。
小山（倉紡人事部長）社長のおっしゃる通り
です。
若林会社としては、厚生上、レベルもＢ、
ｃ級にする必要があったというわけですね。
(｢倉紡藤田社長大いに語る」『月刊バレーボー
ル』1951年２月号）

繊維業界では２０世紀初頭からバレーボール
が奨励されていたが、それは保健、衛生的見地
からのバレーボールの励行であり、競技的発展
を望んでいない「リクリエーション的普及策」
であり「会社としては、厚生上、レベルもＢ、

●

Ｃ級にする必要があった｣。工場の外に出､て競
● ● ● ●

技をするのは具合が悪かったというのだ。しか
し藤田社長の弁明にかかわらず、この時期のバ
レーボールは競争しようにも、競技としての体
裁が整備されていなかった03．労働者レクリエ
ーションとして考案された経緯ゆえ、バレ､一ポ
ールは競技ルールの暖昧な身体運動として位置

● ●

づけられており、それを競技したのは主として
高等教育を享受する少数の学生たちであった04。
つまり戦前の繊維工場のバレーボールはその普
及ぶりにもかかわらず、工場外の他者と競争し
うる基盤を有していなかったのである。だが戦
後における繊維工場の女子バレーボールは競技
性へとそのシフトを急激に強めていく。
戦後における繊維工場バレーボールの競技化
は大きく分けて３点ほどの要因ｶﾇあった。１点
目はl930年（昭和５年）に成立した全国規模

和田倉紡が古い歴史を持ちながら、対外的
にはそれ程レベル上進が認められなかったの
はどういう理由でしょうか。
藤田それは倉紡が、バレーを従業員に広く
奨励しようとする結果、自然、強チームの
出現を制厄する形になったものと思います。
……紡績会社は仕事の性質上、従業員の保

健、衛生的見地から一般にスポーツを励行し
ておりますが、社内大会はこの趣旨から設け
られたものであり、若し強チームがどこから
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東西対抗試合が開催。４８年には毎日新聞主催
で全日本実業団男女東西対抗戦も開催され、朝
日新聞主催の全国健康保険組合女子バレーボー
ル大会、全日本労働組合体育大会と雨後の筍の
ごとく大会が整備される。日本バレーボール協
会も戦後のレクリエーションブームに便乗しつ
つ「100万人のバレー」のキャッチフレーズの
もと普及運動をすすめてゆく（日本バレーボール
協会編1982;小泉1991)。
以上の要因の絡み合いによって急激に進行し
ていくバレーボールの競技化は、鐘紡において
は一事業所のみで３６ものチームを産出せしめ、
結果、社内外問わず何らかの大会に出場する女
子工員は全従業員の２割を占めたという0ｶ°寮
対抗、事業所対抗、部署対抗といった大会を開
くからには、当然ながら工場内にバレーボール
施設を整備せねばならない‘こうした工場にお
けるスポーツ空間の増殖は、平準化された身体
を育てるという初期の目的に応えつつも、工場
空間の外へとはみ出る身体を各工場で準備する

● ● ● ● ●

ことになろう。それは工場代表チームの増加と
それにともなう競技化された身体の増加である。
その変容は新聞メディアの大会整備と接合し、
昭和２９年度の全日本総合女子選手権で５０チ
ーム中、「鐘紡６，日紡５、倉紡４、東レ３、東

洋紡２」と繊維工場の独占と結実する。
それにしてもこの繊維工場の独占は少々「異

常」である。各地に散らばっている工場から全
国大会に行くためには、旅費・宿泊費・休暇手
当てなど、さまざまな経費を要する。当時の
バレーボールは最低でも９人を要するチーム・
スポーツだった。これだけバレーボールが盛ん
になるには、女子労働者の多さ、労務管理など
といった以外の理由が隠されているのかもしれ

● ●

ない。次の座談会からは、バレーボールの競技
●

性ゆえに、工場内である共同性を獲得していく

での競技ルールの浸透である。チーム・スポー
ツは成文ルールがあってはじめてスポーツする
空間とそこに配置される人数が画定される。こ
のルールが権威を持った競技団体とともに認
知・浸透されないかぎり、チーム・スポーツが
● ●

競技としてマスに普及することはありえない。
２点目として競技ルールに適合したスポーツ空
間が、工場の福利厚生施設として整備されたこ
とが挙げられる。チーム・スポーツが競技とし

イ ン フ う

て普及するには、その社会的基盤としてルール
に適合した空間（屋外コートや体育館）が各地に
整備される必要がある。バレーボールのルール
成立・浸透にシンクロするかのどと<、戦後日
本はスポーツ施設が国土にあまねく配備される
ことになる。戦後すぐ翰の１９４８年に社会教育法
が施行されたが、この法律は「青少年及び成人
に対して行われる組織的な教育活動」たるスポ
ーツ・レクリエーション活動を社会教育に含ん
だものだった。そのうえでこの法律は、社会教
育施設の設置にたいする国・自治体の努力義務
と、国の財政援助を明記した。その結果、スポ
ーツ・レクリエーション施設が各地に整備さ
れはじめる。文部省は各会社工場にたいして
も、「社会体育指導要綱」にもとづいて職場体
育の振興を迫った㈲・規格化されたスポーツ空
間の増殖は人びとにルールを認知させると同時
に、同一の条件のもとでの競争をあらゆる国土
で可能にする。３点目に新聞メディアによる実
業団大会の整備を指摘できる。１９1８年（大正７
年）に大阪朝日新聞社・広島通信部主催の女子
排球（バレーボール）大会がおこなわれているが、
それはルールの未整備もあってローカルかつ単
発的なものであった。しかし総力戦期の厚生運
動とそれに付随した明治神宮競技大会の実業団
カテゴリーの創設側を経て、戦後すぐ．の１９４６
年（昭和２１年）には朝日新聞後援で全日本排球
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様子がわかる。 もコロリと負ける」「ビリから二番」--これ
らが「癩で癩でたまらないものだから｣、必死
で練習したのが高じた結果、バレーボールに深
入りするようになったと。各々の工場内でバレ
ーボールに熱中した結果、対外試合に多くの繊

維会社が出場するようになり、そのことで新た
な地平での競争がはじまる。戦後のバレーボー
ルが共通のルールにもとづいておこなわれる競
争へと変転したことで、それは普段隠れている
不平等・差異・葛藤を露にする効果をもった。
たとえば、一般の競技大会に参加することで、
繊維工場チームは「女工に負けたら恥じよ」と
いうヤジを女学生から受け、「女工」という負
の烙印を押される。だが逆に、それが発憤の材
料となって、「ボールが見えなくなるまで」バ
レーボールに取り組む。そうして努力した結果、
｢女工」たちはヤジを飛ばした女学生に勝利し、
｢女工に負けて口惜しいか」という捨て台詞を

学生に向かって吐くにいたる。ここまでくると、
バレーボールは「日本中に女工の腕前をみせ」
るものへと化している。
ただここで注意したいのは、「女工」という

侮蔑の匂いを感じる用語が使用されているから
といって、当時の繊維工場が「女工哀史」で見
られるような悲惨な労働環境であったと早合点
してはならないことだ。戦前問題となったよう
な人身売買同然の就業、ならびに常軌を逸し
た長時間労働は、戦後の繊維業界（とくに大手）
において払拭されている。人びとの意識のなか
に、繊維工場の若年女子工員の境遇にたいする
危倶があったにせよ、それを戦後の繊維業界に
適応するのは誤っているし、危険である。社会
学者である石田浩と村尾祐美子（2000）を参照
するならば、戦後まもなくの繊維業界における
労働環境の特徴は、①女性中卒就業者の大量供
給先②住居移転率の高さ③女子就業者の勤続年

清水私がバレーをやり始めた頃は……バレ
ーの部対抗でビリから二番-それが癩で癩

でたまらないものだから、ようし、なら俺が
やったろう、と……社内対抗に負けまいと努
力した甲斐があって京都で開かれた近畿大会
の準優勝に勝ち残ることが出来て、当時強か
った某高女との優勝戦になったんだが、よく
喰い下がってリードしていたところ『女工に
負けたら恥じよ』という声援が、女学校側か
らか陰った。それを聞いてうちの選手はカ
ーつとなってしまって、今まで調子よくい
っていたのがシドロモドロになって負けてし
まったんだよ。試合が終ってうちの選手達
は、女工といわれたのが口惜しいといって皆
オイ、、泣くんだ。私も選手同様、あんな負
け方をした口惜しさから、会社はクビになる
覚悟で、ボールが見えなくなる頃まで、丸一
年間、練習に明け暮れして迎えたのが翌年の
同じ大会。……試合は予想通りうちが勝った
が、試合が終ってからうちの主将が、その女
学校が負けて泣いている方向へ歩いて行く。
何しに行ったのかと思って後で聞いてみた所、
『女工に負けて口惜しいか』と云ったという

んだ-（笑）-とに角、日本中に女工の
腕前を見せてやろうと思ったのが、バレーを
やり始めた最初なんだよ（笑）……
(｢女子バレーボールの指導法（下)」（『月刊バレ
ーボール』l950年12月号）

ここでは、レクリエーションとしておこなわ
れていたバレーボールが、「女工」という共同
性を背負いつつ、その競技性を強めていく様子
が見て取れる。繊維業界のバレーボール関係者
は決まってこういう。「社内の厚生大会へ出て
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繊維工場単位のチームは存在したのである。戦
後初頭の繊維工場における女子バレーボールは、
女子工員の身体を健全化する（レクリエーショ
ンの）バレーボールと、女子工員の共同性を担
保する(競技の）バレーボールのふたつが絡み
合って発展していった。その結果、全国大会で
｢鐘紡６、日紡５、倉紡４、東レ３、東洋紡２」
という出場数にまで至ったのである。

数の短さ、の３点にまとめられる。すなわち
戦後における繊維工場は、「女工哀史」で描か
れる労働環境というよりは、農村から都会へと
集団で就職し、その後行方もしれず都会で個々
バラバラな人生を辿るという若年労働者の孤独
さを象徴していた。この問題は、繊維業界の各
企業に対して絶え間ない努力を要請することに
なる。安全な労働環境を整備すること、福利厚
生の充実を図ることで前近代的というイメージ
を払拭すること、会社への帰属意識を高めるこ
とで定着率を上げること、などである。こうし
た要請に応えるにあたり、バレーボールの存在
は非常に重要であった。バレーボールをプレイ
することは、身体の健全化という点だけでなく、
チーム・スポーツの特徴である協同・共同性を
担保できた。それだけでない。筆者がおこなっ
たインタビュー03によれば、無名な工場ではな
く、あの「ユニチカ（日紡）で働いていること」
に若年女子労働者はプライドを感じていたとい
う。つまり戦後の繊維工場は、女子工員の身体

レクリエーション
を健全化する福利厚生施設を整備したうえで、
その施設を利用するバレーボール部を活躍させ
ることによって、女子工員たちの共同意識の高
まりとスムーズなリクルート活動を期待したの
である。
以上のように、バレーボールのルール整備と

そこから派生する全国大会の増加は、工場チー
ムと学生チームの対決を増すことになる。国家
の隅々へと行きわたるルール整備とスポーツ空
間の増殖は繊維業界の思惑と節合し、バレーボ
ール大会は繊維業界の独占場となる。しかしそ

うしたバレーボールの専門化を可能にしたのは、
繊維工場におけるバレーボールがレクリエーシ
ョンの側面を強く持っていたからこそである。
つまり、寄宿舎チーム、部署チームなどといっ
たさまざまな括りでのチーム編成の延長線上に、

３繊維工場のバレーボールから企業のバ
レーボールヘ

繊維業界におけるバレーボールの競争激化は、
工場単位のチーム編成から企業単位のそれへと
変化をもたらす。その変化をもたらした社会的
背景を２つ挙げておこう。第１に、前節で見
たように繊維業界間での競争が激しくなり、工
場単位での選手育成では勝つことが困難になっ
たこと。第２に、朝鮮戦争特需以降の従業員
の減少と相次ぐ工場の閉鎖である。いち早くこ
の変化を遂げたのが、大日本紡績であり、その
変革の結果生まれたチームが日紡貝塚であった。
会在繊-二手二助装いとなった日紡貝塚は､結
成翌年の１９５５(昭和３０)年に、早くも全日本
女子総合選手権で優勝。１９５７(昭和３２)年には、
女子バレーボール４大タイトル中３タイトル
を獲得する。
日紡貝塚という統一チームの破竹の勢いは、

回転レシーブを考案した大松博文側という稀代
の監督の指導によるところが大きかったが、そ
の背景には会社からの全面的なバックアップが
あった。バレーボール部の強さは会社の強弱を
計るバロメーターだから、日紡貝塚女子バレー
ボール部はなにがあっても勝ちつづければなら
ない。大日本紡績の社長であった原吉平は、そ
う大松監督を叱ﾛ宅激励したという。この大日本
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紡績の方針は、以前の女子バレーボールのあり
ようと根本から異なったものだった。これまで
の女子バレーボールは工場内レクリエーション
の延長上にあった。だからこそ、「鐘紡６，日
紡５、倉紡４、東レ３、東洋紡２」もの工場チ
ームが、全国大会まで勝ち残ったのだった。だ
が、日紡貝塚という単独チームの結成は、女子
工員たちのレクリエーションと切り離して成立
したものだった。つまり、女子バレーボール部
は是が非でも勝たなければならないもの、それ
は会社の面子に関わるものとして、各工場のレ
クリエーションとバレーボール部を完全に切断
し、バレーボールのやる意味を根本から変えた。
貝塚工場は会社の庇護のもと、各工場のバレー
ボール部から有望選手がかき集められ、工員用
の大食堂を体育館に改築する（昭和32年６月）
など、昼夜問わず練習に励むことのできる環境
へ整えられていく。
会社からの全面的なバックアップのなか、日

紡貝塚は最強の女子バレーボールチームになっ
た。だが、このチームを国内の一強豪チームか
ら、唯一無比の存在にしたきっかけは、東京五
輪の開催だった。東京五輪開催にともなう選手
強化のための海外遠征で日紡貝塚は海外のナシ
ョナルチームに連戦連勝し、その伝説は始まっ
た。日紡貝塚は五輪強化のための海外遠征に６
人制単独チームで参加する。インドネシア遠征、
ブラジル世界選手権の遠征とつづき、1961(昭
和36）年のヨーロッパ遠征では２４戦全勝。こ
の遠征で日紡貝塚は世界選手権３連覇中のソ
連を破り、海外メディアから「東洋の魔女」と
命名される剛。東京五輪を控えた国内のメディ
ア産業は、この卓出したネーミングの商品価値
を見出し、五輪の価値を高める“呪文”として
大いに活用した。
「東洋の魔女」が巨大なメディア商品と化す

ことは、大日本紡績も予期していない出来事だ
った。というのも、日紡貝塚の海外単独遠征を
支えていたのは、東京五輪での女子正式競技化
をねらう日本バレーボール協会の思惑だったか
らだ。つまり日本バレーボール協会は、国内
随一の日紡貝塚を海外に派遣することで、東京
五輪での女子バレーボール正式競技化に先鞭を
つけたかった２１)。思いもしなかった“ヒット商
品”となった日紡貝塚を、大日本紡績は徹底的
に利用した。ここでは典型的な事例を２点挙
げておこう。第１点は、東京五輪以前に、大
日本紡績が日紡貝塚を描いた映画を２本も製
作していることである。そのうちの１本（『挑
戦』渋谷昶子監督）は、カンヌ映画祭で短編映
画部門のグランプリを獲得している。２点目は、
東京五輪前に日紡貝塚は休日に全国各地で公開
練習なるものをおこなっていることである。
こうして「東洋の魔女」は絶大なるスペクタ

クルとなった。その頂点が東京五輪だった。東
京五輪は、テレヴイジョンの世帯普及率が９０
％を越えるなか、NHKと民放全局が同じ映像
を使用して、全国に向けて中継をおこなうとい
う、これ以上ない「ナショナル／メディア・イ
ベント」であった。そのフィナーレが「東洋の
魔女」であり、そのポジションに相応しく「東
洋の魔女」の決勝戦は９０％を超える視聴率と
なったのである。

４繊維工場と「東洋の魔女」

「東洋の魔女」というナショナル・イベント

と結びついたバレーボールは、工場空間に準拠
したレクリエーションから、工場空間から相対

● ● ● ● ● ●

的に自立・自律的な企業スポーツとして成立し
ていく。ただここで注意したいのは、「東洋の
魔女」が一足飛びに工場空間から遊離した企業
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か部屋に帰るのが１２時すぎますが、ふとん
だけはちゃんと敷いてくれているのですね。
……また現場で仕事をしている男の工務係は

自分の使っている女の社員を集めまして“バ
レーはあれだけやっているのではないか、仕
事の終ったあとで夜の１１時半、１２時まで
練習しているのではないか。あなたたちもあ
あいう気持でやってくれたら、もっと製品も
よくなり生産も上がるのだ、だからそういう
気持でやってほしい”ということをいうわけ
ですね。……それが本当の職場スポーツだと
思いますね。
｢優勝記念特別放談」（『バレーボール・マガジ

ン』１９６３年１月）

空間へと離陸したかといえばそうとは言えない
点である。大松監督がおこなう日々のトレーニ
ングのハードさはよく知られているが、何がハ
ードかといえば、まずもってその練習時間の

長さであった。そしてその練習時間の長さは、
｢東洋の魔女」たちが工場空間から脱皮してい

ないゆえであった。「東洋の魔女」たちは、全
国の工場からバレーボールのために集められた
が、彼女たちは女子工員としての立場を降りた
わけではなかった。いくら夜遅くまで練習が長
引こうとも、いくら彼女たちが有名になろうと
も、大松は朝８時から夕方３時半までの勤務
を止めさせなかった。日紡の選手たちによれ
ば、勤務後から夜12時ごろまで練習をつづけ、
就寝するのはたいてい２時ごろだったという伽。
むろん、大松も選手と同じように貝塚工場・用
度課長として、朝８時から勤務していた。大
松曰く、睡眠不足になってまで練習するのは当
然だった。アマチュアなのだから、仕事の余暇
にスポーツをやるのは当たり前であり、仕事の
あとに人並み以上に練習しなければ世界一には
なれない、という理屈だった。「ソ連の選手た

マ マ

ちはすべてプロなの」だから、「なおかつ彼ら
に打ち勝つ力をつけるためには」練習時間の長
さが必要だったのだ卿（大松1963:52-3)｡
選手たちを女子工員と同等に扱ったのは、勤
務時間だけではない。彼は選手たちに寄宿舎生
活を一般の女子工員とともに送らせた。

大松は、一般の女子工員が住む寄宿舎の部屋
に、選手を１人ずつ入れることによって、一
般女子工員とバレーボール部とのあいだの一体
感を作り出そうとした。そして、それは一般女
子工員とバレーボール部のあいだの垣根を埋め
るだけを意味しなかった。バレーボール部の生
活実態を身近なものにすることで、工場の生産
性さえもがアップした。それこそが「本当の職
場スポーツ」である、そう大松は自慢気に言う
のだった。大松のあとを受けて日紡貝塚監督と
なった小島孝治氏剛に、バレー部員を一般の女
子工員の部屋に入れる慣行を大松のあともつづ
けたのか聞いたところ、次のような答えが返っ
てきた。

’

清水……他の社員との関係で心配されると
かそういう点はないでしょうか。
大松現在、１つの部屋に３人ないし４人お
りますが、そこに１人ずつぽこぽこ入れて
あるわけです。そうしますと選手はうちの部
屋のスターだということで、その部屋の人が
常々も応援してくれるわけです。……夜なん

ぼくも〔女子バレーボール部員を〕一般工員
と一緒に入れました。ぼくはそれがなぜ良い
かといえばね、……部屋のなかへ「バレー部
の選手よろしくお願いします」って行くでし
よ？その部屋の寮生に嫌われたら、バレー
部の選手のなかへ入っても、うまくいかんね。
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……「となりにごみが落ちていたら、ごみを

ひらうように、掃除するように」とか寮生の
上級生が選手たちに教えてくれるわけ。……
人間関係の指導は、ぼくは寮生がやってくれ
ると思ったもんね。だからこれはええと思っ
て、その〔一般工員と部員を同じ部屋に入れると
いう大松の方針〕とおりに、絶対これはやる
べきや、と思ってやりましたよ。（〔〕内は引
用者）

小島氏への聞き取り調査を参考にしていうな
らば、大松の方針は「東洋の魔女」を「選手」
としてのみでなく、彼女たちを「選手」と「女

● ● ●

工」のあいだに位置づけることによって、会
社・工場との一体感を生み出し、企業がスポー
ツに投資する意味を作り出すことだった。この
工場空間を利用した戦略は、選手たちが有名に
なればなるほど、その距離の短さゆえ、女子バ
レーボール部員を一般女子工員の模範とし,て位
置づけることが可能となる。
しかし同時に、「東洋の魔女」たちと一般の

女子工員とのあいだには埋めるのが容易でない
差異が存在した。それは学歴という差異である。
｢東洋の魔女」たちのほとんどは、高校時代に

活躍したプレイヤーであった。工場レクリエー
ションから離れつつあった企業のバレーボール
は、高卒の選手をスカウティング活動によって
集めるに至っていた㈱・中卒がほとんどの繊維
工場㈱のなかで高卒出身であることは、「魔女」
たちの学歴への意識を高めたといってよい。学
歴にかんするひとつのエピソードを挙げておこ
う。大松博文が昭和３３年に千葉の中学から日
紡貝塚に連れてきた磯辺サダという有望なアタ
ッカーがいた。日紡貝塚に来て間もなく、磯辺
サダは大松博文にこう懇願したという。「先生、
なんとか、高校へ行かせてもらえないだろうか。
わたしは月々貯金している。……夜学でもい
いから、高校へ行かせてくれ」と（大松1964:
181)。なぜ磯辺サダが懇願したかといえば、大
松曰く、選手の大半が高卒のため、端々に「高
校」という単語が出て、そのたびに彼女がつら
い気持ちになったからだという。

小島氏にとって寄宿舎は、バレーボールとい
うチーム・スポーツにおいてもっとも基本を為
す人間関係を叩き込んでくれる空間だった。そ
こでは寄宿舎の部屋それ自体が一つのチームと
して捉えられていた。かつ小島氏は、筆者が工
場内での一般女子工員とバレーボール部員の関
係について問い直したところ、次のように述べ
た。

……工場をあげての応援というのは、口だ

けじゃないんですよ。……〔昼の]12時にサ
イレンが鳴って、12時45分までに食事し
て、職場へ帰るという〔規則だった〕・ならね、
10分く謬らいでご飯食べてね、あとの30分
はバレーの体育館へ見にくるわけですよ。だ
いたいl50人く鯵らい。毎日。食事が終わっ
たら、だ-つと体育館へ入ってきて、自分の
部屋におる〔選手を〕補欠であろうがレギュ
ラーであろうが、自分のいわゆる…兄弟みた
いに思ってくれてるわけやね。そうなったら、
〔そう思われた選手は〕もう一人前ですわ。「小
島先生、うちのね、あの一年生の補欠を、な
んであの子だけ鍛えるんや、なんで絞るんや。
あれはうちの部屋の子やから大事にしてくだ
さい」そんなん言うてくるわけやね。（〔〕内
は引用者）

選手たちは、中学からきた従業員がほとん
どの工場のことだから、いばるのではなく、

’
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のスポーツ施設は女子工員の身体を健全化する
目的で作られたものの、一方で工場からはみ出
て競争する身体（工場代表チーム）を産み出して
しまう。ただそうした工場チームも、各工場が
工場レクリエーションの延長線上から同列に参
入しているうちは、「女工」という階級的アイ
デンティティを担保できた。しかし工場代表チ
ームが企業代表チームと読み替えられることに

よって、そうした階級という共同性は徐々に失
われることになる。その流れを決定的にしたの
が日紡貝塚であった。工場から遊離しつつあっ
たバレーボールは、テレビの大衆的普及、日本
初のオリンピック、バレーボールの正式競技化、
などいくつかの条件が相俟って、「東洋の魔女」
というたぐいまれなスペクタクルを持つに至る。
そしてそのスペクタクルが供給したのは「工場
＝階級」の共同性ではなく、「企業」と「国家」
の共同性であった。ただ日紡貝塚の監督である
大松博文は繊維工場内でのレクリエーションと
のバランスを図るため、工場空間からはみ出し
てしまう選手たちの卓越化を押しとどめようと
した。そしてそれは企業に対する帰属意識が低
いとされた「女工」たちに、「プライド」を持
たせるに役立ったとも見なされた。
だが日紡貝塚が奇跡的に産み出したスペクタ

クルとレクリエーションとの幸福な結婚は、終
焉への道を辿らざるをえないだろう。繊維工場
にとってのバレーボールは工場空間に限定され
たレクリエーションであり、本来、学生と競争
するたく・いのスポーツではなかった。しかし東
京五輪を経て国民の期待を背負うスポーツとな
ったバレーボールは、メダルという最終目標に
向かって学生と企業従業員が同一平面であらそ
う国民の競技となる。企業は国内の競争に打ち
克つため、選手のリクルートと練習環境に資金
を投入することになる。そこでは工場労働者の

高校を出ているのだから、それにふさわしい
挙措をしなければならないように思う。年下
の選手になにか注意するにも、「あんたたち
は高校を出ているのだから｡」という。いわ
れる中の磯辺サダひとりは、中学しか出てい
ない。（大松1964:181)

結果、磯辺サダは大松の配慮によって、小島
孝治氏が当時勤務していた大阪・四天王寺高校
に入学した。この例でわかることは、「東洋の
魔女」たちは、中卒の「女工」と自己とを区別
していたことである。「東洋の魔女」たちの工
場内での「卓越化」を隠蔽し、工場（＝「女工」
たち）のコミュニティーをいかに維持していく
か。大松による寄宿舎での一般女子工員との共
同生活は、そうした難問を回避する大松の巧み
な「戦略」のひとつとして捉えることができる。
｢東洋の魔女」たちは、以上のようにして、大

松の指揮のもと「選手」と「女工」というふた
つの役割を往還しながら、工場の共同性をいか
に確保するかという問題と、オリンピックにお
けるスペクタクルとのせめぎあいを生き抜いた
のである。

’
’

５ ま と め

ここまでの記述を敷術するならば、「東洋の
魔女」とは、工場レクリエーションから出発し
たバレーボールを企業スポーツへと決定的に離
陸せしめた出来事であったと整理することがで
きるだろう。
当初、工場空間のバレーボールは階級的身体

の改善という要請のもと、ローカルなルールの
もとにプレイされていた。だが統一ルールの普
及と社会教育の国家的要請にともなって、各工
場に統一規格のスポーツ空間が配備される。そ

｜’
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レクリエーションとは無関係な競技性が求めら
れることとなり、スポーツの準拠空間も本格的
に工場から企業へと移行する。企業のバレーボ
ールはもはや「女工」を代表するものではなく、
｢国家」の代表メンバーを養成する下部機関と
して読み替えられる。つまり企業スポーツは学

● ● ● ● ● ● ●

生スポーツとならぶ同じアマチュアとして、オ
リンピックを頂点としたナショナルな階梯シス
テムへと参入せざるをえなくなる。「東洋の魔
女」以後のバレーボールは、階級性と工場とい
う独特のトポスから切り離され、過度に競技
化されたルール（6人制バレーボール）のもとで
｢企業」と「国家」の共同性と節合する。一方

で９人制バレーボールというレクリエーショ
ン的ルールのもとで「ママさんバレーボール」
がジェンダー化されたスポーツとして存在して
ゆく㈱・
階級という記号性が消えた工場のバレーボー

ルは、効率の良い練習を求めて、工場空間から
遊離していき、一般従業員とスポーツ選手たち
とのあいだの距離感を強めるだろう。企業は、
一般従業員から遊離した選手の身体へと投資す

る意味を、企業共同意識の高揚という機能に求
めるだろうが、それはもはや工場空間と労働者
の身体に準じたものではないため、その正当化
をメディアの露出という「宣伝効果」に求めざ
るをえなくなる。メディア資本に頼らざるをえ
ない企業は、しかしアマチュアリズム規範を固
守することで、選手を従業員として位置づけよ
うとはするだろう◎だが、過度に競技化された
選手たちの身体がメディア資本と無関係でいら
れるべくもない。大松博文が必死にバランスを
取ろうとしたレクリエーションと競技とのあい
だのバランスは、徐々に崩壊への途を辿ること
になるのである。

注
(1)この両者を分割するのは、当該スポーツイベン
トに参加する選手がスポーツを生業としているか
否かである。

(2)旧ソビエト・東欧のように、ステート・アマも
考えられる。

(3)そもそも近年までスポーツ社会学は体育社会学
という名で包摂されていた。スポーツ社会学会の
成立が1991年３月であることからもわかるよう
に、この分野は主として体育学者によって占めら
れてきた。

(4)左近充輝一（2000）によれば、「企業スポーツ」
という用語は、近年使われはじめたものだとい
う。それ以前は「社会人スポーツ」「実業団スポー
ツ」という呼び名が大半を占めていた。本稿でい
う企業スポーツを暫定的に定義するなら、（０スポ
ーツ活動を本業としていない企業が活動主体であ

り、②スポーツ活動の担い手の身分が当該企業の
正規従業員、のことを意味する。

(5)ホイジンガは、スポーツの規則の厳格化。細分
化、記録至上主義、スポーツの組織化、トレーニ
ングの強化と管理、プロとアマチュアの分離、な
どを挙げている。

(6)ホイジンガの問題点を、著名なスポーツ社会
学者であるアレン・グットマン(Guttmannl!y78=
1981)も共有している。グットマンは、パーーソン
ズとウェーバーからの影響を認めつつ、近代スポ
ーツの特質を７つ挙げたこと（①世俗化②競争に

おける機会と条件の平等③役割の専門化④合理化

⑤官僚化⑥数量化⑦記録万能主義）で知られる。
しかしそこではホイジンガと同様にスタテ,I･ツク
な認識枠でもってスポーツの合理化・官僚化が強
調されるばかりで、スポーツがいかなるメカニズ
ムで大衆的活動となったかという、根底的な問題

が抜け落ちてしまっている。よって、ホイジンガ
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三項的な図式から解放され」ることであるが（吉
見1999:43)、それはナショナリズムとスポーツ
の複雑な関係性を解きほぐすためだけに必要なも
のではなく、スポーツを社会学的に考察しようと
するものにとって必須の手続きだといえる。
⑩ちなみにバレーボールは、女性も気軽に参加
ができるスポーツとなるよう、身体的接触がなく、
ボール１つあればできるスポーツとして創り出さ
れた。
(ID第１回オリンピックが開かれたのは1896年で
あるが、その際はチーム・スポーツがひとつも含
まれていなかった。そもそも初期近代オリンピッ
クは国家のイベントではなく都市のイベントとし
て成立しており、選手たちも国家の代表として参
加していなかった。しかし、第４回ロンドン大会
(1908年）の開催から、参加申し込みを各国オリ
ンピック委員会(=NOC)を通じておこなうこと
を決定し、開会式や表彰式でも国旗を使うように
なって、参加者、参加国は急激に増える。チーム・
スポーツの採用が本格的に増えるのは、国旗・入
場行進・国家斉唱がオリンピックに採用されてか
ら後のことである。

⑫普及していなかった原因として、①当時のバレ
ーボールが16人制だったため、ゲーム中に１度

もポールにさわることない選手が出るなど、プレ
イ自体の面白みに欠けていたこと、②身体的な接
触もなく、レクリエーションのスポーツだと思わ
れていたこと、があげられる。（日本バレーボール
協会五十年史編集委員会編1982)
側当初l6人制であったルールも、12人制を経て、
1930年（昭和５年）に日本独自の統一ルール(9
人制）が作成される。ルール整備に手間取ったこ
ととレクリエーション色の強さゆえ、戦前は「場
所さえあればどこでもできるという通念から、一
般にコートの施工について十分な配慮がな」され
ておらず、陸上競技場のトラックの一部や、テニ

的アプローチの陥穿は、単に遊戯論者だけに求め
られるものではない。

(7)企業スポーツについてのまとまった研究として
大崎企業スポーツ財団による一連の報告書が存在
する。同財団によれば、企業スポーツは企業内同
好会とプロスポーツの中間段階として定義される
が、しかしながらその図式は歴史的な考察を踏ま
えたものでなく、経営家族主義を経て新たな段階
へと日本資本主義が進んでいるという発展段階論

的な認識枠が透けて見えてしまっている。（大崎
企業スポーツ財団1997a,1997b,1997c,1997d,
1998,1999;大崎企業スポーツ事業研究助成財団

編1999)
(8)経営家族主義と企業コミュニティ、それぞれの
概念についての検討は、稲上(1999)が詳しく論
じている。

(9)同様の構図を、われわれはスポーツとナショナ
リズムの研究についても見出すことができる。こ
の看過すべからざる問題系は、概して「日本ファ
シズム期」という限定された時期に偏ってきた（入

江1986,1992;坂上1998,2001)。これらの研究
● ● ● ● ●

は、どのようにスポーツがナショナルなメディア
● ● ● ● ●

として機能したか、について詳細に記述されては
● ●

いても、なぜスポーツがナショナルなメディアと
● ● ● ● ● ● ● ● ●

して機能してしまうのか、といったスポーツの社
会的存立への問いが欠落してしまっている。この
ロジックはホイジンガ的パースペクティブと同様
に、二重に問題である。第１に、あたかもナショ

ナリズムとは無縁の「無垢なスポーツ」があるか
のような錯覚を内部に抱え込まざるをえないこと。

第２に、このような錯覚を挺子にして、スポーツ
がナショナリズムによって支えられているという
ロジックに正当性を与えていることである。そこ

でわれわれが取るべき重要な構えは、吉見俊哉が
指摘するように、「統制＝動員する国家と統制＝動
員される大衆、その手段としてのスポーツという

’

’
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スコート、土俵に板を張って競技がおこなわれる
などした（日本バレーボール協会編1982:377)。

その状況は戦後になって急激に改善されるも、文
芸評論家の奥野健男によれば、戦後のある時期ま
でバレーボールは（とくに工場空間において）や
はり競技というよりもレクリエーションであった。
「バレーボールは貧乏人のスポーツである。工場の

スポーツであり、昼休みの屋上のスポーツである。
それは恵まれた大学生がやる、派手ではなやかな
スポーツではない。大松博文が日紡貝塚工場の女

子バレー部の監督になった昭和２８年頃、ぼくは
ある生産会社の工場に勤めていた。その工場の昼
休みの唯一のいこい、スポーツは、バレーボール
である。いや、バレーボールとも言えないであろ
う。十人、十五人の男女の従業員が円陣をつくっ
て、ボールの打ち合いをする。ポールひとつさえ
あればできるもっとも安い運動、キャッチボール
する空地さえもない狭い場所でもやれる運動、バ
レーボールは戦後の貧乏な日本のあらゆる工場や

オフィスで工員たちを、BGたちを慰める、ささ
やかにもかなしい唯一のスポーツだった。……つ
まりバレーボールは金にケチな企業体が奨励する
スポーツである。工場の、労働者の、BGの身近
なスポーツであり、日紡貝塚工場チームはそうい
う日本のバレーボールのあり方の象徴であり、ピ
ラミッドの頂点なのだ｡」（奥野1964:118)

⑭1940年（昭和l5年）の第l l回明治神宮競技
大会から、女子一般の部が「産業従業員チーム」
と「女子一般チーム」とに分けられ、各グループ
の１位同士で優勝戦をおこなう方式に変更された
が、それでもこの時期の排球参加チーム数は、一
一男子一般の部41、女子一般の部15、女子従業

員の部19、男子中等の部40、女子中等の部49-
-と女子従業員の部は他のカテゴリーとくらべて

少ない（日本バレーボール協会1982)｡
旧スポーツ空間がいかなる経緯で国土空間一む

ろんそこには工場空間もふくまれる-へと配備
されるにいたったかという問いは、本論文では明
らかにすることができなかった。スポーツ施設の
社会史的考察については、別の機会へとゆだねる
ことにしたい。

⑯注1４で触れたように、「産業従業員」というカ
テゴリーができたのは１９４０年の第１１回明治神宮

競技大会においてである。「産業従業員」なるカテ
ゴリーが成立した要因としてここでは次の３点か

ら考える必要があるだろう。第１に１９４０年の第
１１回大会が「皇紀２６００年奉祝大会」のためその

規模が前年の約２倍に拡大され国家的スポーーツ・
イベントの規模が飛躍的に増したこと、第２に厚
生運動の影響によって産業労働者にたいする配慮
が高まっていたこと、第３にバレーボールがレク
リエーションに適したスポーツとして、産業従業

員に推奨されていたこと、である。これらの複合
的要因の絡み合いにより、一般女子排球の部に「産

業従業員」というカテゴリーが新しく設けられた
と考えられるが、この厄介な問題にかんしては稿
を改めて論じる必要があるように思われる。

0７)「実業団座談会盛んな社内対抗バレー--鐘
紡では全従業員の２割一」『月刊バレー･ポー
ル』１９５５年２月号

⑱大松博文監督のあとを受けて日紡（ユニチカ）
女子バレーボール監督となった小島孝治氏にたい
するインタビュー。小島孝治氏は１９５３年に関西
大学を卒業後、大阪・四天王寺高校のバレーーポー
ル部監督に就任。東京五輪に教え子を４人送り込
む。１９６５年に日紡貝塚監督。ミュンヘン五輪・モ
スクワ五輪時の日本チーム監督。

⑲大松博文は１９２１年生。関学高商（現、関西学
院大学）時代に全日本総合で２度優勝。卒業後ニ
チポーに入社し、１９５４年貝塚工場のニチボー統一
バレーボール部監督に就任した。６８年参議院全国

区から立候補し当選、１期６年を務める。１９７８年
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伽小島孝治氏の履歴については注18を参照のこ
と。

鯛いつごろからスカウテイングがおこなわれるよ
うになったかは、筆者の能力不足で明らかにしえ
なかった。

鯛繊維産業の女性の中卒採用率は、1952年に
94.5％、1967年においても82.0%と非常に高い

比率であった（石田・村尾2000:161)。
⑰「東洋の魔女」以降、工場レクリエーションか
ら競技スポーツへと完全に脱皮したバレーボール
は、階級性から遠く離れたジェンダー的スポーツ

として読みかえられることになる。その典型が｢東
洋の魔女」以後、ローカルな場で立ち上がってい
く「ママさんバレーボール」である。「東洋の魔
女」たちは引退して「主婦」へと旅立った後、「マ
マさんバレーボール」を普及させるため、全国各

地を飛び回る。大松監督も日紡を退社後、参議院
議員を経て、「ママさんバレーボール」の普及とイ
トーヨーカドーのバレーボール創部に関わる。バ
レーボールはもはや「労働者のスポーツ」ではなく、
「主婦」という消費の主体と結び付けられる。むろ

んそれが可能になったのも、全国各地の小中学校
に体育館というインフラが整備され､「母親＝主婦」
としてそれを活用できたからこそである。ただ本
稿では「主婦」という記号性とバレーボールが結
び付けられるに至ったその詳細なコンテクストを

紙幅の関係から明らかにできなかった。この点に
かんしては別稿を期したいと思う。

に死去。

剛海外メディアがいかなる経緯で「東洋の魔女」
と名づけたか、そして国内メディアがそれをいか
に引用したかは非常に重要な問題であるが、この

問題については稿を改めて論じたいと考えている。
(21)前節で触れたように、バレーボールは東京五輪
まで競技採用されていなかった。当初、バレーボ
ールは男子のみの実施となる予定だったが、日紡

貝塚の活躍に日本のスポーツ業界は総力を挙げて
女子バレーボールが正式競技となるようにIOC'､
と働きかけた。この経緯は国民もマスコミ報道に
よって認知していた。文芸評論家の奥野健男も五

輪後のエッセーでこう論じている。「この日本女子
バレーボールは、ほかのオリンピック選手と違う

のだ。ほかの選手たちはオリンピックにその種目
があるから参加したのだが、女子バレーボールは、
逆に日紡というチームが日本にあるため、オリン
ピックに加えられた。主催国日本に金メダルを与
えるため、IOCからの引出物として特別に加えら
れた種目なのだ。その時から日本の女子バレーボ
ールは、金メダルをとらなければならぬ宿命を負

わされた。ほかの選手のように参加すれば意義が
あるとか、銀や銅をとれば大出来だというのとは

違うのである」（奥野1964:117)
⑫「日紡の二軍選手大いに語る」『月刊バレーボ
ール』１９６３年８月号

倒大松はソ連の選手を「プロ」と見なしているが、
それは仕事を持たずスポーツだけに専念できる人
びとのことを意味していると考えられる。

’
｜’
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HistoricalSociology⑪ⅢndustrialSport

FocusingontheJapaneseVolleyballTbaminTbkyoOlympic

ARATI4,MMI/iwj

WhenweexaminethedevelopmentofsportinJapan,itisimpossibletoignoreindustrialsport,which
hasbeenplayinganimportantrolethroughoutthepostwarera.Incriticizingthetheoryofindustrialsociology
andsportsociologyinpreviousstudies,Isuppose,insteadoftakingtheconceptsofcompanyandsportfOr

granted,toreinterpretindustrialsportinthelightoffactorylecreation.
ThispaperdescribestheprocesshowtheYMCA-inventedvolleyballtransfOnnedfrombarerecreation

fOrmill-girlstoacompetitivesportbetweencompanies,untiltheeventualacquisitionofGoldMedalinthel964
TbkyoOlympic.

清水諭編 樫村愛子
｢心理学化する社会｣の臨床社会学
，社会の全ての成員が周辺化し、排除されて
ゆく現代社会の危機を読み解く 3 8 0 0 円

せ
り
か
書
房

１。’・い：４歯企胤鰯隼-岬蹄、曄哩

猿蕊町ぎち・雁興新ビル・・・くぎ．

ｵﾘﾝﾋｿｸ･ｽﾀﾃﾈｰｰｽ
- - 複 数 の 経験・複数の政治

占代ギリシアへの側員から生み出されたオリンピックは、
人種やジェンダー、ナショナリティの構築、資本主義とい､った「政治的なもの」と関わり続けながら発展し、いまや
(そしてつねに／すでに)危撒ｳ状況に陥っている。￥２６２５ ラカン派社会学入門

し社会現象を精神分析的に解析する2900円
北田暁大著 藤田英典

家族とジェンダー
●教育と社会の構成原理2600円

菅野盾樹
新 修 辞 学

●反〈哲学的>考察3600円
矢野智司・鳶野克己編
物 語 の 臨 界

●｢物語ること｣の教育学2800円

<意味>ヘの抗い’
-メディエーションの文化政治学
マクルーハン、ペンヤミン、キソトラー、ルーマンの再評価
から「方法としてのメディア諸」を摸索するとともに、戦前
期の日榔掴からJポツプの歌詞にいたる具体例を通してメディアの不透明な「媒介作用」の実相に迫る｡￥２６２５

伊藤守編Ｔにルー-・・・→・・・・・北・・咽へ仁一〈

言一百壺芝薯芝・鋤。．の四・句。．」つ

●

●

文化の妻識､文化の研究
- i 蝿 す る カ ル チ ュラル ・ ス タ テ ； ｒ - ズ

都市の記憶と1噸の政治学、政治的身体と権力、ハイブリッ
ド･カルチャー、メディア･リアリテイのアルケオロジーなど
をテーマに現代文化＝政治のアクチュアルな問題に果敢に取
り組む、皆ffif究肴１５人の爆発的な成果。￥２５２０

．，Ｆ脇
２４０-０００３横浜市保土ケ谷×壬田１-１２-１２

ｔＩ４５-３３４-５５５４イ
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